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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

と
な
る
３
月
11
日
、
本
学
は

「
竹
こ
も
れ
び
〜
鎮
魂
の
祈

り
と
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
そ
の
模
様
を
ラ
イ

ブ
配
信
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
の
５
号
館
学

生
ホ
ー
ル
に
は
、
震
災
犠
牲

者
へ
の
鎮
魂
と
支
援
者
へ
の

感
謝
を
表
し
た
竹
灯
籠
約
８

０
０
基
、
三
角
灯
籠
３
２
３

基
を
飾
り
、
暗
闇
に「
未
来
」

の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
本
館
正
面
玄
関
で
は
、

震
災
の
翌
年
に
設
置
さ
れ
た

祈
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
囲
む
よ

う
に
、
雪
の
結

晶
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
大
型
の
竹

灯
籠
な
ど
を
展

示
。
静
か
に
と

も
る
灯
籠
の
明

か
り
に
、
震
災

の
記
憶
や
教
訓

を
風
化
さ
せ
な

い
と
の
思
い
を

込
め
た
。

　
展
示
し
た
竹

灯
籠
は
、
大
学

演
習
林
か
ら
伐
採
し
た
竹
を

使
っ
て
す
べ
て
手
作
り
し

た
。
東
日
本
大
震
災
当
時
、

本
学
敷
地
内
に
数
多
く
設
置

さ
れ
た
テ
ン
ト
を
模
し
た
三

角
灯
籠
の
制
作
に
は
市
内
の

小
中
学
生
、
国
際
交
流
協
定

を
結
ぶ
米
国
の
ラ
ン
ド
ル
フ

・
メ
ー
コ
ン
大
学
の
学
生
や

教
職
員
も
協
力
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
経
営
学
部

の
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
が
主
催
。

ラ
イ
ブ
配
信
の
進
行
や
撮
影

も
ゼ
ミ
生
が
手
が
け
た
。
司

会
を
担
当
し
た
阿
部
美
奈
さ

ん
（
経
営
３
・
宮
城
県
松
島

高
）
は
「
私
た
ち
若
い
世
代

が
震
災
の
教
訓
や
思
い
を
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ど

ん
な
こ
と
に
も
負
け
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
未
来
に
向
け
て

歩
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
決

意
を
語
っ
た
。

　
動
画
は
Ⅰ
Ｓ
Ｕ
ム
ー
ビ
ー

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）
で
公
開

し
て
い
る
。

禍
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、

負
け
ず
に
学
位
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
は
称
賛
に
値
す
る
」

と
述
べ
た
後
、「
ゼ
ミ
や
卒

業
研
究
を
通
じ
て
、
自
分
な

り
の
最
善
の
答
え
を
見
い
だ

す
方
法
を
学
ん
だ
こ
と
と
確

信
し
て
い
る
。
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
社
会
の

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
語
り
か
け
た
。

　
大
学
院
修
了
生
を
代
表
し

て
大
友
將
弘
さ
ん
（
経
営
学

研
究
科
経
営
学
専
攻
）
と
髙

橋
直
也
さ
ん
（
理
工
学
研
究

科
生
命
科
学
専
攻
）、
学
部

卒
業
生
を
代
表
し
て
渡
邉
満

帆
さ
ん
（
経
営
学
部
経
営
学

科
）
と
二
部
聖
矢
さ
ん
（
理

工
学
部
生
物
科
学
科
）
が
謝

辞
を
述
べ
た
。

　
渡
邉
さ
ん
は
「
こ
こ
で
た

く
さ
ん
の
愛
情
を
受
け
た
よ

う
に
、
社
会
や
人
に
温
か
み

を
与
え
ら
れ
る
大
人
に
な
り

た
い
。
自
分
を
自
分
ら
し
く

表
現
で
き
る
色
鮮
や
か
な
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
力

強
く
決
意
を
語

っ
た
。

　
二
部
さ
ん
は

「
在
学
中
に
学

び
、
経
験
し
た

こ
と
の
す
べ
て

が
糧
と
な
り
自

信
と
な
っ
た
」

と
大
学
生
活
を

振
り
返
り
、「
石

巻
専
大
で
培
っ

た
も
の
を
生
か

し
、
卒
業
後
は

社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
を

果
た
し
た
い
」
と
誓
っ
た
。

　
今
年
度
の
学
位
記
授
与
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分

け
て
行
わ
れ
た
。
困
難
に
見

舞
わ
れ
な
が
ら
も
学
業
や
ス

ポ
ー
ツ
に
励
み
学
位
を
取
得

し
た
卒
業
生
・
修
了
生
た
ち

は
、
晴
れ
や
か
な
表
情
で
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
２
０
２
０
年
度
の
学
位
記

授
与
式
が
３
月
20
日
、
本
学

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
大
学

院
修
了
生
、
学
部
卒
業
生
合

わ
せ
て
２
５
５
人
が
思
い
出

を
胸
に
学
窓
を
飛
び
立
っ

た
。

　
修
士
課
程
総
代
と
学
部
総

代
に
尾
池
守
学
長
か
ら
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
、
川
島
記
念
学
術
賞
の
９

人
に
日
髙
義
博
理
事
長
か
ら

表
彰
状
が
、
尾
池
学
長
か
ら

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
。

　
尾
池
学
長
は
式
辞
で
「
学

生
生
活
最
後
の
年
を
コ
ロ
ナ

大
　
学
　
院

研 究 科 専 攻 人数

理
工
学

修士課程

物 質 工 学 0

機械システム工学 0

生 命 科 学 2

博士後期
課 程

物質機能工学 0

生命環境科学 0

小 計 2

経
営
学

修士課程 経 営 学 1

博士後期
課 程

経 営 学 0

小 計 1

合 計 3

2020年度学位記授与者数

学
　
部

学 部 学 科 人数

理 工

食 環 境 15

生 物 科 59

機 械 工 20

情 報 電 子 工 17

小 計 111

経 営 経 営 82

人 間

人 間 文 化 30

人 間 教 育 29

小 計 59

合 計 252

※学期末卒業者を含みます。

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

【
理
工
学
部
】

坂
田
　
隆
教
授

食
環
境
学
科
、「
栄
養
学
」、

理
工
学
部
長
、
学
長
、
33
年

亀
山
　
充
隆
教
授

情
報
電
子
工
学
科
、「
情
報

シ
ス
テ
ム
概
論
」、
５
年

【
人
間
学
部
】

照
井
　
孫
久
教
授

人
間
教
育
学
科
、「
社
会
福

祉
論
」、
７
年

山
崎
　
省
一
教
授

人
間
教
育
学
科
、「
健
康
科

学
と
身
体
運
動
」、
人
間
学

部
長
、
32
年

　
学
術
の
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

卒
業
に
あ
た
っ
て
授
与
さ
れ

る
「
川
島
記
念
学
術
賞
」
の

２
０
２
０
年
度
受
賞
者
は
理

工
学
部
４
人
、
経
営
学
部
３

人
、
人
間
学
部
２
人
の
計
９

人
。
学
科
に
続
い
て
所
属
研

究
室
・
ゼ
ミ
、
出
身
校
。

◆
理
工
学
部
◆

海
谷
　
空
美
さ
ん

学
部
総
代
・
食
環
境
学
科
、

鈴
木
英
勝
研
究
室
、
山
形
県

上
山
明
新
館
高

二
部
　
聖
矢
さ
ん

謝
辞
・
生
物
科
学
科
、
太
田

尚
志
研
究
室
、
福
島
県
田
村

高早
坂
　
友
浩
さ
ん

機
械
工
学
科
、
島
田
了
八
研

究
室
、
宮
城
県
佐
沼
高

武
藏
　
開
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
、
本
田
秀

樹
研
究
室
、
岩
手
県
大
船
渡

高◆
経
営
学
部
◆

結
城
　
湖
々
さ
ん

学
部
総
代
・
経
営
学
科
、
茂

木
克
昭
ゼ
ミ
、
宮
城
県
古
川

黎
明
高

渡
邉
　
満
帆
さ
ん

謝
辞
・
経
営
学
科
、
浅
沼
大

樹
ゼ
ミ
、
岩
手
県
大
東
高

千
葉
　
菜
々
香
さ
ん

経
営
学
科
、
浅
沼
大
樹
ゼ

ミ
、
岩
手
県
黒
沢
尻
北
高

◆
人
間
学
部
◆

遠
藤
　
な
ぎ
さ
さ
ん

学
部
総
代
・
人
間
文
化
学

科
、
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
、
宮
城

県
石
巻
西
高

佐
藤
　
天
音
さ
ん

人
間
教
育
学
科
、
有
見
正
敏

ゼ
ミ
、
岩
手
県
専
修
大
学
北

上
福
祉
教
育
専
門
学
校

　
長
年
に
わ
た
り
研
究
や

学
生
の
指
導
に
力
を
尽
く

さ
れ
た
教
員
４
人
が
今
春
、
定
年
退
職
さ
れ
る
。

　
※
氏
名
、
所
属
学
科
、
主
な
担
当
、
主
な
役
職
、
在

　
職
年
数
。

定
年
教
員

川
島
記
念
学
術
賞
に
９
人

川
島
記
念
学
術
賞
に
９
人

2020年度 学位記授与式

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
学
業
全
う

学び生かし、社会の諸問題解決を

大
震
災
10
年

鎮
魂
イ
ベ
ン
ト

竹
灯
籠
で
「
未
来
」

暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る
「
未
来
」
の
文
字

尾
池
学
長
か
ら
学
部
総
代
に
学
位
記
を
授
与

４年間をともに過ごした友達と

　
２
０
２
０
年
度
石
巻
専
修
大
学
学
生

表
彰
式
お
よ
び
専
修
大
学
校
友
会
学
生

奨
励
賞
授
与
式
が
２
月
24
日
に
合
同
で

開
催
さ
れ
た
。

　
高
度
な
資
格
取
得
や
課
外
活
動
な
ど

の
分
野
で
活
躍
し
た
個
人
・
団
体
を
表

彰
す
る
学
生
表
彰
に
は
11
人
、
９
団
体

（
表
参
照
）
が
選
ば
れ
、
尾
池
守
学
長

ら
か
ら
表
彰
状
や
記
念
品
な
ど
が
授
与

さ
れ
た
。
特
別
賞
に
、
石
鳳
祭
実
行
委

員
会
の
村
上
研
志
郎
さ
ん（
経
営
３
）が

選
ば
れ
た
。
そ
の
ほ
か
高
度
資
格
取
得

者
16
人
、
文
化
部
門
の
１
団
体
、
ス
ポ

ー
ツ
部
門
の
６
人
と
１
団
体
が
キ
ャ
リ

ア
支
援
奨
学
生
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化
活
動
に
お
い

て
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

に
奨
励
金
が
贈
ら
れ
る
校
友
会
学
生
奨

励
賞
に
は
３
人
、１
団
体
が
選
ば
れ
た
。

最優秀賞 今野 優（理工３） ロボット研究会

優 秀 賞
齋藤 凜（経営２） 女子競走部

門脇 瑠太（経営３） 硬式野球部

敢 闘 賞

千葉 彩有花（人間３）

女子競走部
戸澤 愛織（人間２）

佐藤 亜海（経営２）

フォックス
真島 新菜（経営１）

奨 励 賞

長谷川 日菜（経営１） 女子競走部

鈴木 拓人（経営４）
硬式テニス部

森 春貴（経営３）

村山 大生（経営４） 陸上競技部

《個人部門》

最 優 秀

団 体 賞

【スポーツ部門】
　女子競走部

【文化部門】
　ロボット研究会

優秀団体賞
弓道部

硬式野球部

敢闘団体賞 サイクリング愛好会

奨励団体賞

硬式テニス部

軟式野球部

漫画研究会

模型研究会

《団体部門》

学生表彰

11
人
、９
団
体
に
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